
１８２０１５．２ 広報なかの

　
中
野
市
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
推
進

協
議
会
と
中
野
市
企
業
人
権
教
育
推
進
協

議
会
で
は
、
差
別
の
な
い
明
る
い
中
野
市

を
築
く
た
め
、
手
話
通
訳
士
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

手
話
ニ
ュ
ー
ス
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て

お
な
じ
み
の
中な

か

の野
佐さ

よ

こ

世
子
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
講
演
を
行
い
ま
す
。

　
入
場
は
無

料
で
す
の
で
、

大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

期
日
　
２
月
２７
日
㈮

時
間
　
午
後
６
時
３０
分
（
受
付
・
午
後
５

時
45
分
か
ら
）

会
場
　
中
央
公
民
館
講
堂

講
師　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
ニ
ュ
ー
ス
」
キ
ャ
ス

タ
ー
・
手
話
通
訳
士　

中
野
佐
世
子
さ
ん

演
題
　「
心
の
バ
リ
ア
を
は
ず
し
て
」

問
い
合
わ
せ
先

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
調
整
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

市
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
２
８
７

差
別
を
な
く
す
講
演
会

開催
　
国
文
学
者
高
野
辰
之
博
士
の
多
彩
な
業

績
を
広
く
伝
え
る
と
と
も
に
、
日
本
の
心

の
歌
、故
郷
へ
の
郷
愁
を
歌
い
継
ぐ
た
め
、

「
高
野
辰
之
忌
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
２
月
２２
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

会
場
　
高
野
辰
之
記
念
館

　
　
　
※
公
演
時
入
館
無
料

【
記
念
公
演
】

出
演
団
体
　
中
野
市
民
合
唱
団
コ
ー
ル
・

ヴ
ェ
ル
デ

テ
ー
マ
　「
ふ
る
さ
と
を
想
う
」

曲
目
　
ふ
る
さ
と
の
四
季
、
ふ
る
里
の
う

た
、市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
空
み
あ
げ
て
」

（
作
詞
・
麻
衣
）
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

高
野
辰
之
記
念
館

☎
�
３
０
７
０

高
野
辰
之
忌

開催

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
に
対
す
る
意
欲

や
関
心
を
よ
り
高
め
、
地
域
活
動
へ
の
参

加
を
促
進
し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を

築
い
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、「
書
と
こ

と
ば
、健
康
に
関
す
る
生
涯
学
習
」を
テ
ー

マ
と
し
て
「
生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
　
２
月
２1
日
㈯

時
間
　
午
後
１
時
３０
分
（
開
会
）

会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

○
表
彰
発
表
　
午
後
１
時
３5
分
～

　
子
ど
も
読
書
活
動
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
」

開催

生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い

○
第
１
部
活
動
発
表　

午
後
１
時
55
分
～

　
マ
ナ
ビ
ィ
ス
テ
ー
ジ
（
保
健
補
導
員
に

よ
る 

の
び
の
び
健
康
体
操
）

○
第
２
部
記
念
講
演
　
午
後
２
時
２０
分
～

　

講
師
　
相
田
み
つ
を
美
術
館
館
長
　

相あ

い

だ田
一か

ず
ひ
と人

さ
ん

　

演
題
　「
肩
書
き
の
な
い
人
生 

～
父 

相
田
み
つ
を 

を
語
る
～
」

※
講
演
に
は
、
手
話
通
訳
が
付
き
ま
す
。

託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
推
進
係(

豊
田
支
所
内)

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
３
）

開催

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　「
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
、

市
で
は
、
音
楽
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
地
元
音
楽
団
体
が
出
演

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
中
山
晋
平
作
曲
の
「
ゴ

ン
ド
ラ
の
唄
」
発
表
１
０
０
周
年
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、「
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
」や
、

そ
の
他
の
晋
平
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日
　
３
月
８
日
㈰

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
　
中
山
晋
平
記
念
館

　
　
　
※
公
演
時
入
館
無
料

出
演
団
体
　
中
野
市
民
合
唱
団
コ
ー
ル
・

ヴ
ェ
ル
デ
、
箏こ

と

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

問
い
合
わ
せ
先

中
山
晋
平
記
念
館

☎
�
７
０
５
０

唱
歌
「
故
郷
」「
朧
月
夜
」

誕
生
１００
周
年
記
念
事
業

中野市民合唱団
コール・ヴェルデ

昭和 25 年に「中野合唱
団」として誕生し、結
成以来 65 年の歴史を持
つ混声合唱団です。



１９ ２０１５．２広報なかの

　
昨
年
1２
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総

選
挙
（
小
選
挙
区
）
の
行
政
区
別
投
票
率

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
行
政
区
別
投
票
率
（
上
位
１０
区
）

　
第
１
位
　
田
麦
区
　
　
6７
・
３4
％

　
第
２
位
　
南
永
江
区
　
6２
・
59
％

　
第
３
位
　
小
沼
区
　
　
61
・
45
％

　
第
４
位
　
厚
貝
区
　
　
6０
・
68
％

　
第
５
位
　
赤
坂
区
　
　
6０
・
5３
％

　
第
６
位
　
日
和
区
　
　
59
・
７4
％

　
第
７
位
　
奥
手
山
区
　
59
・
68
％

　
第
８
位
　
古
牧
区
　
　
59
・
5７
％

　
第
９
位
　
安
源
寺
区
　
59
・
０３
％

　
第
1０
位
　
牛
出
区
　
　
5７
・
59
％

　
※
中
野
市
全
体
　
　
　
5０
・
７4
％

選挙

　
※
長
野
県
全
体
　
　
　
55
・
48
％

 

※
全
国
平
均
　
　
　
　
5２
・
66
％

長
野
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

　
任
期
満
了
に
伴
う
長
野
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
が
次
の
と
お
り
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

選
挙
期
日
　
４
月
1２
日
㈰

告
示
日
　
４
月
３
日
㈮

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
状
況

県
民
交
通
災
害
共
済
と
は

 

会
員
の
方
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
際
、

見
舞
金
を
支
給
す
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

加
入
資
格
　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
ま

た
は
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
の
被
扶
養

者
で
、
就
学
の
た
め
に
市
外
に
居
住
し
て

い
る
方

会
員
期
間
　
平
成
２７
年
４
月
１
日
㈬~
平

成
２8
年
３
月
３1
日
㈭

会
費
　
１
人
４
０
０
円
（
年
額
）

加
入
方
法
　
お
住
ま
い
の
区
を
通
じ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
２
月
中
旬
に
申

込
用
紙
と
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
す
）
　

　
市
民
課
ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振
興
課

で
も
直
接
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
の
必
要
が
無
い
方
　

　
次
の
方
は
、
市
が
手
続
き（
公
費
負
担
）

し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
中
学
生
以
下
の
方
（
平
成
1２
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
か
ら
３
級
を

お
持
ち
の
方

○
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

問
い
合
わ
せ
先
　

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

会員
募集

県
民
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

テレビ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
んへ

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会
社
が
、
地
デ
ジ
放

送
を
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
変
換
し
て
電
波
を

送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
）
は
、

平
成
２７
年
３
月
３1
日
㈫
正
午

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　
デ
ジ
ア
ナ
変
換
で
視
聴
さ

れ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

（
多
く
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
テ
レ

ビ
）は
、
映
像
の
右
上
部
分
に

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
と
表
示

さ
れ
、
映
像
の
下
の
部
分
に
テ
ロ
ッ
プ
が

流
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
へ
の

交
換
、
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
な

ど
の
接
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
お
早
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

政
策
情
報
課
情
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

～
地
デ
ジ
対
応
は
お
済
み
で
す
か
～

デジアナ変換サービス

2015年３月までに終了します

空間放射線量（１０月～１２月）測定
結果 ～平常値の範囲内で推移しています～

測定場所 測定者 測定
回数

測定値
（μ Sｖ／ｈ）

市役所本庁舎（駐車場） 中野市 ３ 0.04 ～ 0.05

豊田支所（駐車場） 中野市 ３ 0.04 ～ 0.05

保育園、幼稚園
（市内 １4 箇所：園庭） 中野市 ２ 0.04 ～ 0.08

小学校
（市内 １１ 箇所：グラウンド）中野市 １ 0.06 ～ 0.08

中学校
（市内４箇所：グラウンド） 中野市 １ 0.06 ～ 0.07

東山クリーンセンター
（入口、灰出し口） 長野県 3 0.06 ～ 0.07

大俣地籍最終処分場
（入口、放流口、場内） 長野県 3 0.04 ～ 0.07

硲地区民間最終処分場
（場内、境界４地点） 長野県 ３ 0.03 ～ 0.06

問い合わせ先
環境課環境係 ☎（２２）２１１１（内線２４７）

 国際放射線防護委員会（ICRP）が２００７年に示した勧告
では、自然放射線および医療目的の放射線を除き、「一般公
衆」が１年間に浴びてもよい被ばく限度量は１mSv（ミリ
シーベルト）/年とされています。１時間当たりの数値（測
定値の単位）に換算すると、「０.１9μSv（マイクロシーベ
ルト）/時間」となります。


